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に比して低い．（4）♪Hは中性にちかいものが多く，冊灸酸　黒ポク土としてほ普通含品であろう．（7）燐酸吸収係数は

度も低い．（5）置換性石灰含丑は一都に少いところもあっ　1，100～1，300で沖椚土に比して高く，遊離のA1203が多

たが，概ね0・2％以上で比較的多い傾向にある．（6）席析　い．（8はた遊離Si02の割合にFe203・Al203の誌が多い．

含二量は沖椚土に比して多いが大部分が6～10％であり，

松川浦干拓予定地の土壌について

和田山　利　明・三　橋　貞　男

（福島県農試浜支場）

松川浦は半献湖の状態にあって，これを東北開発の一

環として干拓しようとしている．

ここの土壌状態を明らかにすることは干拓事業並びに

その後の改良対策の方針確立に役立つものと思われる

ので．本調査を行った．

松川掃干拓予定地は図の如くで，2つの地区に分かれ

ている．A地区は約200町歩，B地区は100町歩である．

この2地区に200m間際に調査点を設けボーリングし

た．それらの代表と思われる地点から各層鍬こ採土し分

析に供した．

本干拓予定地の土壌断面は図の如くでS～SC系のも

のが多く，HC～CLのものが点在している．湖底とな

って常時湛水下にあるので土色は黒青緑色を呈し，とこ

干拓予定地
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場合と反対にdayの多いものには少ない傾向がみられ　膨潤度も大である．

る・　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　水溶性加里及び同ソーダは非常に多い．

T～Nは1～7％，t－Nは0・1～0・3％で，土性その　　このようなことからS～SL系土壌からなる部分は硫

他によって掛こ注目されることは見られない．　　　　酸塩に富み，C～CL系土塀のところはCl・に富むこと

借換容畳は粘土の多いものが大で・このような土壌は　を考慮して干拓事業を進めることが大切であろう．

八郎潟湖底土壌の塩基について（第2報）

三　　浦　　昌　　司

（秋田県負託八郎潟試験地）

八郎潟湖底土壌には，多量の塩炉が含まれ，干陸後水

稲の生育に影響を与へることが予想される．また．これ

迄の溶脱試験の結果，成分により溶脱の難易に差のある

ことが知られた．これらを更に解明するために，湖底土

壌に処理を施して水柵栽培を行い，その跡地土塊の陽イ

オン置換基の性質について実験を行った．

1．栽培試験の計画

試験区は第1表の通りである．処理は31年春に行い，

32年度はその跡地土壌を使用した，

2．生育経過及び収量

生育・収・是調査結果を第2表に示す．

第2表　生　育
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第1表　試　験　設　計

採　取　地　及　び　処　理

添加量　夙乾土2500gに対し石膏160gを土屑10ぐ潤，
客土は1800gを全屑と温和

塊万反ポット　3連．1ポット1粗1株3本私
N－41号使用

及　　び　　収　　丑

10月1日

轟‾‾長座‾長恒
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草丈，梓長，穂長：和．茎数・穂数：本／pot，

湖底土壌区は，何れも活着が遅れ，挿秩後1ケ月間ほ

とんど分重しなかった．掛こ2区は7月上旬枯死した．

処理区はその後ほは順調な生育を示し，茎数では棉劣る

が，草丈・梓長は何れも1区をしのいでいる．収量では

4区が1区とはば同様で，3・5区は1区よりすぐれ改
良効果が見られる．

3・塩類濃度と置換容量

栽培跡地土壌を夙乾し，これを1N－BaC12溶液で洗

ってBa一飽和土壌を調製し，常法によりpH7の1N－

CH3COO・NH4及びN／10－CH，COO・NH．で洗浄吸

着された．NH4童から塩基置換容量を井出した．
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分析結果は第3表の通りである．

第3表　塩煩濃度と置換容量


